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あいおいちょう

元和二年小平治という人の家があつたので小平治町といつていた。また、古くは作子町(つくりこ)、 田

は城下町市場から一里離れたところに付けら

つた道・一説には建中寺の運搬車が通つた。明治11年朝日町と

紅lmQ皇迎恥峯12鳳
人の隠居寺自然院が京都黒谷と縁があり黒谷門前と呼ぶようになり後に黒門町に

町となつた。七尾天神から清水が涌き出ており弘

鵜 曹蓬 こ移しそこを添え地とした。

つ で

ち)と呼だいこうちょう

たかおかちょう

万治3年(166のの大火事の後、大津町の南、蒲焼町にあつた

なべやうえのちょう

やちょう

ながへいちょう

ひがししんちょう

ふたlrtょぅ

19年 (1 は江戸で死去、翌 こあた
院住職の眼昔が寺からこの池まで布を敷き詰めたと言う。布が池から明治4年布池町と名付けされた。

神`社で、寛文年間(1661-72)に竹腰家家臣の吉田弥四郎が

ぶへいちょう

へいでんちょう

三河に建立した平田院は親吉が大山域から片端筋に移つた時、平田院も移動し、建
の末寺となつた。平岩は家康子飼いの家来、松平忠吉が清州城主になるにに際し国政を取り仕切っ

九年の役のおりこの地に達よリー体みの
時部下に水を所望した。百姓からここらは地下から良い水が出ると言われ田に矢を差し込んだら美味
しい水が涌き出た。 他には痩せた耕地を谷田(やつだ)から矢田へ、又、山田から矢田へ色々な説が


